
1

○ 新春インタビュー　　　　 　　　　　　　 ４〜５
○ きぼう（堀口 貴恵子さん、下河原 菜々花さん） １４

議会だより

題字　名寄市立大学 書道サークル　 寺  本   蒼  一  朗 さん
てら もと そう いち ろう

令和7年
第4回定例会

令和8年2月1日
発行

第79号

http://www.city.nayoro.lg.jp/assemblhttp://www.city.nayoro.lg.jp/assemblyy//

2/24〜   第１回定例会予定

名寄市観光キャラクター
「なよろう」

注注目目注目



2



3



勤福連会長

新春インタビュー

4



新春インタビュー

5



6

定例会

▼
第
４
回
定
例
会
が　

月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

11

27

12

10

14

▼
９
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

ピック

　アッ
プ

主な

補正 
予算

水利施設等保全高度化事業費

　国・道と進める智恵文地区農地整備事業において、労務単価の上
昇等により事業費が増加したため、必要となる負担金1,350万5
千円を追加しました。

（ちえぶん地区）

　
「
名
寄
市
総
合
計
画

（
第
２
次
）後
期
実
施
計

画
の
見
直
し
に
つ
い

て
」
と
「
名
寄
市
に
お

け
る
財
政
課
題
に
つ
い

て
」
を
案
件
に
、
第
５

回
議
員
協
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

後
期
実
施
計
画
の
見

直
し
で
は
、
名
寄
東
病

院
再
整
備
事
業
や
公
立

保
育
所
整
備
事
業
な
ど

５
事
業
が
新
規
に
追
加

さ
れ
、
事
業
完
了
や
廃

止
の
判
断
に
よ
り　

事
11

業
が
削
除
さ
れ
た
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

 　

財
政
課
題
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
財
政
支
出

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

中
、
令
和
８
年
度
予
算

に
お
け
る
一
般
財
源

べ
ー
ス
５
億
円
削
減
に

向
け
、
事
業
の
選
択
と

集
中
の
実
質
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
道
路
整
備

や
公
共
下
水
道
事
業
の

後
期
計
画
期
間
事
業
費

が
大
幅
減
額
と
な
っ
て

い
る
状
況
や
、
今
後
の

財
政
運
営
の
課
題
と
し

て
、
老
朽
化
が
進
む
名

寄
庁
舎
へ
の
対
応
に
つ

い
て
な
ど
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

11/27　 議 員 協 議 会

名
寄
市
総
合
計
画

（
第
２
次
）後
期
実
施

計
画
の
見
直
し
に
つ

い
て

名
寄
市
に
お
け
る

財
政
課
題
に
つ
い
て

名寄市ピヤシリスキー場条例の一部改正

　北海道宿泊税条例が令和８年４月１日から施行されることに伴い、宿泊税の
徴収が開始されるため、それぞれの条例の一部を改正しました。
　
※ 名寄市ピヤシリスキー場条例　　　　→　宿泊税及び入湯税を徴収
※ 名寄市ふうれん望湖台自然公園条例　→　宿泊税を徴収
※ 名寄市都市公園条例　　　　　　　　→　宿泊税を徴収
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（センターハウス、コテージ）

名寄市都市公園条例の一部改正

名寄市ふうれん望湖台自然公園条例の一部改正

補正額 1,350万5千円

主な

条例
制定・改正

　名寄市における厳しい財政状況を鑑み、議会としても市民の負託
を受けて活動している立場として、議員一人ひとりが自己規律を持
ち、財政改善に向けて具体的な行動を取ることにより、市民の負担
を少しでも軽減し、名寄市が直面している困難を乗り越えるための
一助になるものと認識し、令和８年４月以降の今任期中における政
務活動費を交付しないこととする特例条例を制定しました。

名寄市議会政務活動費の特例に関する条例
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定例会

結　果議　　　件　　　名議案番号
原案可決名寄市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について議案第１号
原案可決名寄市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例の一部改正について議案第２号
原案可決名寄市印鑑条例の一部改正について議案第３号
原案可決名寄市ピヤシリスキー場条例の一部改正について議案第４号
原案可決名寄市ふうれん望湖台自然公園条例の一部改正について議案第５号
原案可決名寄市都市公園条例の一部改正について議案第６号
原案可決名寄市総合福祉センター条例の一部改正について議案第７号
原案可決名寄市手数料徴収条例の一部改正について議案第８号
原案可決名寄市博物館条例の一部改正について議案第９号

原案可決名寄市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改
正について議案第10号

原案可決名寄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条
例の一部改正について議案第11号

原案可決名寄市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正につ
いて議案第12号

原案可決名寄市在宅老人デイサービスセンター条例の一部改正について議案第13号
原案可決指定管理者の指定について（名寄市スポーツ施設）議案第14号

原案可決指定管理者の指定について（名寄ピヤシリスキー場、名寄市ピヤシリシャンツェ、
体育センターピヤシリ・フォレスト）議案第15号

原案可決指定管理者の指定について（名寄市大橋地区コミュニティセンター）議案第16号
原案可決指定管理者の指定について（名寄市ゆきわらべ雪冷貯蔵施設）議案第17号
原案可決指定管理者の指定について（名寄市風連農産物出荷調整利雪施設）議案第18号
原案可決指定管理者の指定について（名寄市東部地区集落センター）議案第19号
原案可決指定管理者の指定について（名寄市西部地区集落センター）議案第20号
原案可決和解について議案第21号
原案可決令和７年度名寄市一般会計補正予算（第５号）議案第22号
原案可決令和７年度名寄市介護保険特別会計補正予算（第２号）議案第23号
原案可決令和７年度名寄市立大学特別会計補正予算（第１号）議案第24号
原案可決令和７年度名寄市水道事業会計補正予算（第１号）議案第25号
原案可決令和７年度名寄市下水道事業会計補正予算（第１号）議案第26号
原案可決名寄市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について議案第27号

原案可決名寄市パートタイム会計年度任用職員の報酬、手当及び費用弁償に関する条例の一
部改正について議案第28号

原案可決名寄市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について議案第29号

原案可決名寄市教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部改
正について議案第30号

原案可決名寄市職員の給与に関する条例の一部改正について議案第31号
原案可決名寄市フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部改正について議案第32号
原案可決工事請負契約の変更について議案第33号
原案可決名寄市議会政務活動費の特例に関する条例の制定について議案第34号

令和7年 　第４回定例会　 議決結果

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書
意見書 OTC類似薬の保険給付の在り方の見直しについて慎重審議を行うことを求める意見書

食料・農業・農村政策確立に関する予算の拡充等を求める意見書



市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します
二次元コードより発言の様子を見ることができます 8

一般質問

夢あるまちづくりを

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
大
き
く
受

け
、
事
業
費
の
増
減
も

あ
っ
た
。
第
３
次
策
定

に
あ
た
っ
て
は
５
つ
の

基
本
方
針
を
示
し
、
新

た
に
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト

も
実
施
。
各
分
野
に
お

け
る
幸
福
度
を
市
民
の

皆
様
か
ら
意
見
聴
取
す

る
こ
と
で
、
幸
福
感
を

可
視
化
で
き
る
。

変
化
な
ど
を
鑑
み
、
公

益
性
や
有
効
性
の
検
証

結
果
に
基
づ
き
協
議
を

進
め
る
。

 
　

次
期
総
合
計
画
策
定

に
向
け
て
、
第
２
次
計

画
の
進
捗
状
況
と
第
３

次
計
画
策
定
の
基
本
姿

勢
は
。

 
　

第
２
次
実
施
計
画
は
、

毎
年
ロ
ー
リ
ン
グ
を
行

い
進
め
て
き
た
が
、
中

期
計
画
期
間
に
は
新
型

ＱＡ

 
　

令
和
８
年
度
予
算
編

成
に
向
け
て
、
人
口
課

題
も
踏
ま
え
、
行
財
政

改
革
で
進
め
る
人
材
育

成
、
財
政
改
革
、
事
業

選
択
の
基
本
的
な
考
え

方
は
。

 
　

人
材
育
成
で
は
、
職

員
確
保
を
含
め
た
仮
称

「
名
寄
市
人
材
育
成
・
確

保
方
針
」
を
策
定
す
る
。

財
政
と
事
業
選
択
改
革

で
は
、
集
中
す
べ
き
事

業
、
事
業
の
廃
止
・
縮

小
・
統
合
な
ど
行
革
実

施
本
部
所
管
委
員
会
に

お
い
て
検
討
・
協
議
を

進
め
て
い
る
。
支
出
面

の
負
担
金
、
補
助
金
は

社
会
情
勢
や
市
民
ニ
ー

ズ
、
取
り
巻
く
環
境
の

ＱＡ

後
も
市
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
様
々
な
相
談
に

対
す
る
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

【
他
の
質
問
】

　

就
労
選
択
支
援
、
地
域

連
携
推
進
会
議
に
つ
い

て

相
談
に
応
じ
て
い
る
。

法
人
後
見
を
受
け
て
い

る
が
、
財
産
管
理
な
ど

複
雑
な
も
の
は
専
門
職

後
見
人
が
必
要
と
な
る
。

上
川
北
部
地
域
は
弁
護

士
が
不
足
し
て
い
る
た

め
、
困
難
事
例
を
受
任

す
る
際
に
課
題
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
。
今

 
　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

の
支
援
体
制
及
び
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

 
　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成　

年
１
月
か

30

ら
名
寄
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
業
務
を
委
託
し

て
い
る
。
窓
口
は
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
あ

り
、
社
協
内
の
業
務
も

兼
務
し
て
い
る
が
、
４

人
で
対
応
し
て
い
る
。

相
談
対
応
は
、
社
会
福

祉
士
の
有
資
格
者
が
あ

た
っ
て
い
る
。
電
話
や

窓
口
で
対
応
す
る
ほ
か
、

必
要
に
応
じ
て
自
宅
訪

問
に
よ
り
、 
判
断
能
力

に
不
安
の
あ
る
方
の
生

活
や
財
産
管
理
な
ど
の

ＱＡ

住みつづけたいまちづくり
地
域
福
祉
の
推
進
に
つ

い
て

「住み慣れた地域で住みつづけられる」支援・対策を

持
続
可
能
な
取
組
を

 遠  藤 　 隆  男  議員
えん どう たか お

市政クラブ

町内会への出前講座で
のるーと名寄、ゴミ分別の理解を深める

東 川 　 孝  義  議員
かわ たか よし

市政クラブ
ひがし

総
合
計
画
の
推
進
は



質問・答弁の原稿は質問者本人がまとめたものです9

一般質問

物価高騰への早急な生活支援を

向
。
早
期
に
相
談
支
援

を
。

 
　

表
面
化
し
に
く
く
、

学
校
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
、
見
守
り
や
定

期
的
に
教
育
相
談
、
個

人
面
談
を
行
い
、
子
ど

も
た
ち
が
相
談
し
や
す

い
体
制
づ
く
り
に
努
め

て
い
る
。

【
他
の
質
問
】

　

安
全
安
心
の
除
排
雪
体

制
を

Ａ

有
し
、
庁
内
で
協
議
し

な
が
ら
速
や
か
に
決
定

す
る
。

　
　

ヨ
ロ
カ
ポ
イ
ン
ト
の

配
布
は
過
去
に
も
行
っ

た
経
過
が
あ
り
、
速
や

か
な
取
組
が
可
能
。

 
　

共
働
き
・
ひ
と
り
親

の
影
響
で
、
家
事
や
家

族
の
世
話
を
担
う
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
が
増
加
傾

Ｑ

 
　

食
料
品
や
燃
料
費
の

価
格
高
騰
に
よ
り
一
般

家
庭
、
子
育
て
世
帯
に

深
刻
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
早
急
な
生
活
支

援
と
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
た
実
施
。
電
子
地

域
通
貨
「
ヨ
ロ
カ
」
で
、

早
期
の
交
付
推
進
を
。

 
　

重
点
支
援
地
方
交
付

金
の
内
容
に
つ
い
て
、

お
米
券
や
電
子
ク
ー
ポ

ン
な
ど
に
よ
る
食
料
品

の
物
価
高
騰
に
対
す
る

特
別
加
算
の
拡
充
が
示

さ
れ
た
が
、
い
ま
だ
拡

充
さ
れ
た
部
分
の
要
綱

が
届
い
て
い
な
い
。
名

寄
市
と
し
て
活
用
方
法

が
決
定
し
て
い
な
い
。

関
係
機
関
と
も
情
報
共

ＱＡ ヨ
ロ
カ
で
早
期
の
交
付
を

団
体
に
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
し
て
い
る
。
名

寄
市
で
も
兼
業
に
関
す

る
許
可
制
度
に
つ
い
て

検
討
す
る
が
、
ま
ず
は

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て

信
頼
確
保
が
重
要
。
そ

の
上
で
地
域
実
情
を
踏

ま
え
地
域
で
活
躍
す
る

人
材
育
成
、
職
場
づ
く

り
に
取
組
む
必
要
が
あ

る
。

 
　

令
和
７
年
６
月
の
総

務
省
通
知
で
地
方
公
務

員
の
兼
業
に
つ
い
て

「
職
員
に
よ
る
自
律
的

な
キ
ャ
リ
ア
形
成
、
自

己
実
現
の
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
や
、
高
齢
化
・
人

口
減
少
な
ど
社
会
情
勢

の
変
化
を
背
景
と
し
て
、

希
望
す
る
職
員
が
兼
業

で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
が
各
地
方
公
共

Ａ

 
　

兼
業
に
関
す
る
ル
ー

ル
の
現
状
は
。

 
　

地
方
公
務
員
法
第　
38

条
に
基
づ
い
た
「
名
寄

市
職
員
の
営
利
企
業
等

の
従
事
制
限
に
関
す
る

規
則
」
に
準
じ
判
断
し

て
い
る
。
事
例
で
は
専

門
知
識
を
要
す
る
非
常

勤
講
師
、
各
種
委
員
会

の
委
員
、
非
常
勤
医
師
、

予
備
自
衛
官
な
ど
が
あ

る
。

 
　

兼
業
の
許
可
を
制
度

化
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
人
口
減
少
、
高

齢
化
の
中
、
地
域
貢
献

を
す
る
兼
業
を
積
極
的

に
許
可
す
る
こ
と
は
必

要
な
こ
と
で
は
な
い
か
。

ＱＡＱ

様々な分野で職員のスキルを
市
職
員
の
兼
業
に
つ
い
て

ヨロカポイントで速やかな交付の実施を

今
後
ど
う
あ
る
べ
き
か

多様な働き方でスキル活用とキャリア形成

 水  間 　 健  詞  議員
みず ま けん じ

市政クラブ

 高  橋 　 伸  典  議員
たか はし しん すけ

公　明

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支

援
充
実
を



市政全般について考え方や方針などを市長などに質問します
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一般質問

将来に希望の持てる名寄市を

減
が
重
視
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
。

 
　

単
な
る
コ
ス
ト
削
減

を
目
的
と
し
た
行
革
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、

と
い
う
意
味
で
あ
り
重

視
し
て
い
な
か
っ
た
訳

で
は
な
い
が
、
わ
か
り

に
く
い
表
現
は
改
め
た

い
。

Ａ

 
　

数
値
目
標
を
定
め
る

必
要
性
が
あ
る
と
の
答

弁
が
以
前
に
あ
っ
た
が
、

現
状
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

 
　

定
数
管
理
に
取
り
組

む
こ
と
は
重
要
か
つ
必

要
だ
が
、
将
来
的
な
業

務
量
等
を
見
据
え
た
職

員
定
数
は
慎
重
な
議
論

と
時
間
を
要
す
る
。

 
　

単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
す
る
こ
と
な
く
市
長

の
政
治
責
任
に
お
い
て

政
策
の
優
先
順
位
を
定

め
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

 
　

事
業
の
優
先
順
位
を

ＱＡＱＡ 職
員
数
の
数
値
目
標
と

働
き
方
改
革
に
つ
い
て

利
用
い
た
だ
く
が
、
定

員
を
１
０
０
名
と
し
て

お
り
、
定
員
に
空
き
が

あ
れ
ば
、
受
付
窓
口
へ

の
申
し
出
に
よ
り
入
場

で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

【
他
の
質
問
】

　

中
心
市
街
地
活
性
化
の

取
組
に
つ
い
て
、
ベ
ン

チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て

 
　

予
約
な
し
で

も
「
に
こ
に
こ

ら
ん
ど
」
を
利

用
で
き
る
よ
う

に
と
求
め
る
声

が
あ
る
が
、
対

応
は
。

 
　

事
前
予
約
の

方
か
ら
優
先
で

ＱＡ

 
　

保
育
所
等
に
お
け
る

待
機
児
童
の
実
態
と
待

機
児
童 
０ 
名
を
目
指
す

ゼ
ロ

対
応
は
。

 
　

令
和
７
年
度
当
初
の

待
機
児
童
は 
０ 
名
で
あ

ゼ
ロ

る
が
、
現
在
は
８
名
の

状
況
に
あ
る
。
解
消
に

向
け
て
は
、
保
育
士
等

の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

保
育
士
等
就
職
支
援
給

付
金
や
保
育
士
等
宿
舎

借
上
支
援
補
助
金
を
実

施
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
名
寄
市
立
大

学
社
会
保
育
学
科
と
連

携
し
、
学
生
ア
ル
バ
イ

ト
の
受
け
入
れ
も
行
っ

て
い
る
。

ＱＡ

子育て環境日本一を目指して
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
は

開設4年を迎えた「にこにこランド」

し
っ
か
り
受
け
止
め
、

今
後
ど
の
よ
う
な
形
で

進
め
る
か
市
民
に
分
か

り
や
す
く
示
し
て
い
く
。

 
　
「
第
2
次
名
寄
市
行

財
政
改
革
推
進
基
本
計

画
の
基
本
的
な
考
え

方
」
に
お
い
て
合
理
化

や
効
率
化
、
コ
ス
ト
削

Ｑ

気
軽
に
利
用
で

き
る
遊
び
場
を

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
は

 谷 　　 聡  議員
たに さとし

市政クラブ

事
業
の
「
選
択
と
集
中

に
つ
い
て
」

合
理
化
・
効
率
化
を

も
っ
と
重
視
す
べ
き

行財政改革推進基本計画

 
　

令
和
８
年
４
月
か
ら

の
受
け
入
れ
体
制
は
。

 
　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
か
ら
、
一
日
あ
た

り
の
利
用
量
見
込
み
を

５
人
と
し
た
。
公
立
施

設
に
加
え
、
民
間
施
設

の
協
力
も
得
ら
れ
る
よ

う
考
え
て
い
る
。

ＱＡ

 山  崎   真  由  美  議員
やま ざき ま ゆ み

市民ネット
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一般質問

「住民の福祉の増進」を基本に

危
惧
さ
れ
る
。
考
え
は
。

 
　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
職
員

の
人
手
不
足
な
ど
に
対

応
し
、
質
を
落
と
さ
ず

福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
重
要
。「
オ
ン
ラ
イ

ン
化
基
本
方
針
」
で
デ

ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の

共
存
を
明
記
。
利
用
者

中
心
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

設
計
を
進
め
る
。

【
他
の
質
問
】

　
「
大
学
の
力
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て

Ａ

崩
し
が
続
き
歳
出
に
見

合
う
歳
入
が
確
保
で
き

て
い
な
い
。
ま
ず
は
、

必
要
と
さ
れ
る
事
業
に

財
源
を
集
中
さ
せ
て
い

く
。

 
　

Ｄ
Ｘ
の
強
力
な
推
進

が
不
可
欠
と
し
て
い
る

が
、
自
治
体
の
使
命
は

「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」

で
あ
る
。
手
続
き
等
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
必
要

と
考
え
る
が
、
そ
れ
を

利
用
で
き
な
い
市
民
へ

の
サ
ー
ビ
ス
や
強
力
に

進
め
る
こ
と
に
つ
い
て

Ｑ

 
　

市
は
５
億
円
削
減
の

目
標
を
か
か
げ
た
。
市

民
か
ら
は
人
件
費
の
削

減
や
冬
の
雪
対
策
、
高

齢
者
支
援
な
ど
削
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
不

安
の
声
が
あ
る
。
市
長

訓
令
で
は
、
市
民
に

と
っ
て
真
に
必
要
な
も

の
は
、
市
民
の
幸
せ
の

た
め
に
は
議
論
を
…
と

述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で

財
政
の
基
本
、 
入 
る
を

い

制
す
こ
と
が
必
要
な
の

で
は
。

 
　

将
来
の
財
政
リ
ス
ク

に
備
え
、
基
金
を
一
時

期
は
１
０
０
億
円
を
有

し
た
が
、
令
和
４
年
度

以
降
、
物
価
や
人
件
費

の
高
騰
で
基
金
の
取
り

ＱＡ 予
算
編
成
に
か
か
わ
っ
て

寧
な
説
明
と
利
用
促
進

策
等
を
今
後
実
証
実
験

で
も
検
討
す
る
。

 
　

今
回
の
総
合
計
画
審

議
で
対
象
者
を　

歳
未

70

満
に
制
限
を
し
た
理
由

に
つ
い
て
伺
う
。

 
　

若
い
世
代
の
意
見
が

少
な
い
傾
向
の
た
め
。

周
知
が
不
足
し
て
い
た
。

ＱＡ

が
廃
止
と
な
り
「
の

る
ー
と
名
寄
」
に
集
約

さ
れ
る
。
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

 
　

運
行
日
時
の
拡
大
、

市
民
や
利
用
者
の
不
安

解
消
に
向
け
各
種
説
明

会
の
開
催
、
周
知
を
す

る
。
停
留
所
が
多
く
希

望
す
る
時
間
に
乗
れ
る

等
利
便
性
は
高
い
。
丁

Ａ

 
　

予
算
編
成
と
財
政
の

健
全
化
に
つ
い
て
伺
う
。

 
　

選
択
と
集
中
の
実
質

化
。
５
億
円
の
削
減
を

目
標
に
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
効
率
的
な
財

政
の
健
全
化
に
努
め
る
。

 
　

人
口
減
少
、
少
子
化

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

 
　

若
い
世
代
か
ら
選
ば

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
。

 
　

公
共
施
設
等
再
配
置

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

 
　

複
合
施
設
整
備
で
協

議
し
て
き
た
。
現
状
と

計
画
で
は
、
ず
れ
が
生

じ
難
航
し
て
い
る
。

 
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

ＱＡＱＡＱＡＱ

名寄市の課題
令
和
８
年
度
予
算
編
成

に
つ
い
て

利用者中心のデジタル化
で行政サービスを

課題解決に取り組む名寄市

 川  村 　 幸  栄  議員
かわ むら ゆき え

日本共産党

 高  野   美  枝  子  議員
たか の み え こ

市民ネット

名
寄
市
の
課
題
に
つ
い
て
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一般質問

宗谷本線を廃線にしない

に
つ
い
て
は
本
市
か
ら

Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
申
し
入

れ
を
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ

北
海
道
か
ら
は
同
じ
時

間
帯
で
の
乗
降
が
あ
る

場
合
や
、
利
用
の
多
い

特
急
列
車
を
優
先
的
に

１
番
ホ
ー
ム
に
乗
り
入

れ
る
場
合
に
は
異
な
る

ホ
ー
ム
の
使
用
は
避
け

ら
れ
な
い
と
聞
い
て
い

る
。

要
が
あ
る
。
名
寄
駅
の

ホ
ー
ム
を
渡
る
跨
線
橋

の
危
険
性
を
放
置
し
て

お
い
て
Ｊ
Ｒ
利
用
促
進

の
姿
勢
は
感
じ
ら
れ
な

い
。
車
両
の
入
れ
替
え

に
よ
っ
て
１
番
線
の
み

を
使
用
す
る
等
で
跨
線

橋
を
使
用
し
な
い
方
策

を
Ｊ
Ｒ
と
協
議
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

 
　

１
番
線
の
み
の
使
用

Ａ

 
　

令
和
８
年
度
末
ま
で

に
取
り
ま
と
め
る
「
抜

本
的
な
改
善
方
策
」
の

内
容
は
。

 
　

現
在
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

か
ら
具
体
的
に
示
さ
れ

た
も
の
は
な
く
、
令
和

６
年
度
か
ら
実
施
し
た

取
り
組
み
を
検
証
し
て

い
く
中
で
Ｊ
Ｒ
北
海
道

と
沿
線
自
治
体
が
協

議
・
議
論
を
重
ね
た
上

で
示
さ
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
廃
線
に
つ

い
て
の
考
え
は
持
っ
て

い
な
い
。

 
　

国
の
監
督
命
令
に
あ

る
「
徹
底
し
た
利
用
促

進
」
を
進
め
る
に
は
市

が
本
気
度
を
見
せ
る
必

ＱＡＱ 抜
本
的
な
改
善
方
策

１番線ホームから見た２番線を発車する列車
と跨線橋

 中  畠 　 孝  幸  議員
なか はた たか ゆき

共生なよろ

徹
底
し
た
利
用
促
進

名寄市議会

議会日誌（11月〜１月まで）
２回総務産業常任委員会５日名寄市議会（本会議）

２回厚生文教常任委員会３回議会運営委員会

３回議会報特別委員会２回議員協議会

詳しい議会活動は、議会ホームページでご覧いただけます

訂正します
　議会だよりなよろ第78号（令和
7年11月1日発行）の4ページで、
市民ネット倉澤宏議員の総括質疑の
中で、下から4行目「かかわらせて」、
下から9行目「かかわらず」を「こ
だわらせて」、「こだわらず」にそれ
ぞれ訂正いたします。

　

今
定
例
会
で
は
、

一
般
質
問
に
９
名

の
議
員
が
登
壇
し
、

新
年
度
予
算
編
成
、

行
財
政
改
革
、
次

期
総
合
計
画
な
ど
に
つ
い
て

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

財
政
運
営
が
厳
し
さ
を
増

す
中
、
行
政
と
認
識
を
共
有

し
な
が
ら
議
会
と
し
て
の
役

割
と
責
任
を
果
た
す
た
め
、

覚
悟
を
も
っ
て
事
業
の
厳
選

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

次
の
第
１
回
定
例
会
は
、

新
年
度
予
算
審
査
の
重
要
な

議
会
で
す
。
市
民
の
皆
様
の

多
く
の
ご
意
見
を
聴
取
し
、

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
が

図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

 山  田 　 典  幸  議長
やま だ のり ゆき

議会を代表して
活動報告をお届
けします

名寄市議会ホームページ
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厚生文教常任委員会　行政視察
　当委員会では「高齢者福祉の増進」をテーマとして、高齢者が活躍でき
る取り組みや包括的な支援体制の先進地である道外３市の取り組みについ
て行政視察を行ってきました。

『
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

に
つ
い
て
』

　

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

を
実
施
す
る
中
で
、
高
齢
者
が
社

会
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
介
護

予
防
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

活
動
に
参
加
し
た
方
へ
得
点
を
付

与
す
る
事
業
で
す
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

生
活
に
張
り
合
い
が
で
き
た
、
健

康
に
な
っ
た
な
ど
、
良
い
影
響
が

あ
り
大
き
な
効
果
が
表
れ
て
い
ま

し
た
。
名
寄
市
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
普
及
が
可
能
な
事
業
と

感
じ
ま
し
た
。

介護保険料の負担を軽減するボランティア活動

『
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
シ
ニ
ア
応
援
窓
口

に
つ
い
て
』

『
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に

つ
い
て
』

重層的支援体制で誰でも安心して自分らしく暮ら
せるまちに

東
京
都　

稲
城
市

神
奈
川
県　

綾
瀬
市

神
奈
川
県　

鎌
倉
市

就労支援と社会参加で生きがいと介護給付費の抑制を

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
シ
ニ
ア
応
援
窓

口
を
設
置
し
、
い
つ
ま
で
も
生
き

が
い
を
も
っ
て
活
動
が
で
き
る
地

域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
事
業
で

す
。
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
に
関
す
る

社
会
参
加
の
窓
口
と
就
労
支
援
を

目
的
と
し
た
窓
口
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
す
る
こ
と
で
利
用
者
の
利
便

性
が
高
め
ら
れ
て
お
り
、
名
寄
市

も
福
祉
分
野
・
労
働
・
社
会
教
育

の
連
携
し
た
施
策
展
開
の
必
要
性

を
感
じ
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
地
域
住
民
の
生
活

課
題
が
複
雑
化
・
複
合
化
す
る
中
、

制
度
の
狭
間
に
あ
る
困
り
ご
と
に

も
対
応
で
き
支
援
の
枠
組
み
を
縦

割
り
で
は
な
く
一
体
的
に
捉
え
、

包
括
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。
名
寄
市
に
お

い
て
も
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
高

齢
者
の
孤
立
・
孤
独
の
問
題
な
ど

複
合
的
な
課
題
解
決
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
の
方
法
と
し
て
「
重
層

的
支
援
体
制
整
備
」
の
重
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

報 告

視察報告
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き　ぼ　う

　私は名寄で生まれ、小中
高とこの地域で過ごしま
した。

　高校は下川に通っていましたが、生活の拠点
は名寄にあり、今もこのまちで働き、暮らして
います。
　長く住んでいると、名寄のことを特別に意識
する場面は多くありません。良いところも大変
なところも含めて、日常としてそこにある、と
いう感覚に近いのかもしれません。
　それでも同じ場所で暮らし続け、顔を合わせ、
何気ない会話を重ねていく中で、人とのつなが
りが静かに積み重なっていくことを感じます。
　そうした日常の積み重ねが、このまちを支え
ているのだと思います。
　これからも名寄で続いていく日々の中で、一
人ひとりの暮らしが大切にされ、その先に小さ
な「きぼう」が残っていくことを願っています。

特別に意識せずに暮ら
し続けること

 下  河  原   菜  々  花 
しも かわ ら な な か

　昨年7月、エンレイホー
ル開館10周年記念として

「山下洋輔ジャズ・カルテットLIVE」に実行
委員会事務局として参加しました。こけら落と
しに続き10周年も是非ということで準備を進
め、一昨年は阿佐ヶ谷ジャズにも足を運び、メ
ンバーが直接お願いをしてきました。2016年
日 野 皓 正LIVEの 実 行 委 員 会（NCMC：
Nayoro City Music 倶楽部）に新メンバーを加
え、FM なよろの強力な支援で、市民の皆様に
ジャズの魅力を楽しんでいただきました。名寄
と風連との合併をきっかけに生まれた、東京都
杉並区とのご縁がつないでくれたライブです。
　10月になり、「山下洋輔さんが年内で活動休
止」というニュースに実行委員一同驚き、大変
だったけど開催してよかったという思いでいっ
ぱいです。これからも北の都・名寄に、音楽を
はじめ素敵な文化を届けることができたらよい
なと思っています。

開催して良かった記念
ライブ

 堀  口   貴  恵  子 
ほり ぐち き え こ
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智恵文小中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　
  「ドローン体験学習（ドローンからの空撮）」です
　智恵文小中学校の4年生〜８年生を対象に、名寄高校情報技術科１年
生と名寄自動車学園より講師をお招きして、体験交流学習を行いました。
　「ドローンが拓く新しい空の時代」をテーマに、社会におけるドローン
の役割や活用法について学び、
操縦体験を通してドローンの魅
力を体感することが目的です。
　子どもたちは、高性能な数機
のドローンに興味関心を高め、
講話や操縦体験を通してドロー
ンを身近に感じとり、活用法の
理解を深めました。
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